
年日本の観光を占う　アウトバウンド完全復活

第回

学
生
対
抗
九
州
観
光
ビ
ジ
コ
ン


福
岡
大
が
最
優
秀
賞広島・廿日市・呉・岩国

冬イベントなど最新情報提供

本社訪問　　観光大使やミス

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
預
言
者
で
は
な
い
け
れ
ど
、
今
年

の
日
本
の
観
光
を
占
う
な
ら
、
ず
ば
り

「
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン
ド
回
復
の
年
」
と
お

伝
え
し
た
い
。

　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
復
活
は
当
初
、
航

空
座
席
数
が
早
く
て

年
下
期
に
、


年
に
は
完
全
に
コ
ロ
ナ
過
前
に
戻
る
と

予
想
さ
れ
て
き
た
。
間
違
い
な
く
昨
年

は
夏
ダ
イ
ヤ
が
対

年
を
上
回
り
、
観

光
産
業
の
回
復
力
の
強
さ
を
み
せ
つ
け

た
。
爽
快
だ
っ
た
。

　
し
か
し
実
際
の
利
用
者
割
合
を
み
る

と
、
円
安
を
背
景
に
し
た
訪
日
外
客
が

多
勢
を
占
め
、
日
本
人
ア
ウ
ト
バ
ウ
ン

ド
は
回
復
が
遅
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
。
だ

が

年
は
、
間
違
い
な
く
完
全
復
活
へ

と
か
じ
を
切
る
だ
ろ
う
。

　
動
き
始
め
た
の
は
各
国
政
府
観
光
局

で
あ
る
。
欧
米
に
大
洋
州
、
中
国
を
除

く
ア
ジ
ア
各
国
、
さ
ら
に
は
南
半
球
の

国
々
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
を
日
本
で
展
開
す
る
予
定
だ
。

　
高
市
政
権
は
、
不
動
産
取
引
を
は
じ

め
と
し
た
外
国
人
規
制
の
強
化
に
乗
り

出
し
た
。中
国
と
の
関
係
悪
化
を
受
け
、

こ
れ
ま
で
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
頼
み
だ
っ
た

経
営
軸
を
少
し
ず
つ
修
正
す
る
観
光
系

企
業
が
多
く
み
ら
れ
る
。
誰
も
が
ク
ー

ル
に
粛
々
と
進
め
る
こ
と
こ
そ
観
光
立

国
・
日
本
の
あ
る
べ
き
姿
と
言
え
よ
う
。

　
そ
う
し
た
な
か
今
年
は
、
近
場
で
は

韓
国
、
遠
方
で
は
欧
州
が
狙
い
目
と
み

て
い
る
。

　
昨
年
、
筆
者
は
３
回
、
訪
韓
す
る
機

会
を
得
た
。
そ
れ
も
ソ
ウ
ル
や
釜
山
を

玄
関
口
に
統
営
や
公
州
と
い
う
地
方
都

市
を
訪
ね
た
。
例
え
ば
、
忠
清
北
道
の

清
州
空
港
が
、
日
本
の
成
田
や
茨
城
と

結
ば
れ
て
い
る
。
Ｌ
Ｃ
Ｃ
を
中
心
に
、

日
韓
の
地
方
都
市
往
来
が
活
発
に
な
る

だ
ろ
う
。

　
韓
国
の
観
光
政
策
は
近
年
、
中
国
市

場
に
偏
り
が
ち
だ
っ
た
。
だ
が
近
ご
ろ

は
、
違
う
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
。

若
い
世
代
を
中
心
に
文
化
・
芸
能
面
で
、

双
方
の
距
離
が
さ
ら
に
縮
ま
っ
て
い
る

こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
韓
国
の
政
治
家

は
思
惑
を
も
っ
て
反
日
を
掲
げ
て
き

た
。
だ
が
そ
れ
が
、
「
単
な
る
扇
動
で

し
か
な
い
」
と
気
づ
い
た
若
者
た
ち
は

日
韓
の
未
来
を
明
る
く
照
ら
す
。
垣
根

が
低
く
な
っ
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
が
欧
州
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ

禍
が
明
け
て
以
降
、
海
外
旅
行
を
我
慢

し
て
き
た
人
た
ち
が
、ハ
ワ
イ
や
台
湾
、

タ
イ
な
ど
の
親
日
国
か
ら
海
外
旅
行
を

再
開
し
た
。
そ
れ
が
一
歩
進
み
、
今
年

こ
そ
「
再
び
欧
州
を
」
と
考
え
て
い
る

人
が
少
な
く
な
い
。

　
こ
う
し
た
動
き
は
、
海
外
渡
航
自
由

化
か
ら
の
夜
明
け
の
日
本
に
似
て
い

る
。
当
時
と
の
違
い
は
国
民
の
所
得
で

あ
る
。
バ
ブ
ル
期
に
か
け
て
中
流
層
が

爆
発
的
に
増
え
た
時
代
と
は
異
な
り
、

今
は
二
極
化
が
進
ん
で
い
る
。
海
旅
目

的
地
も
変
容
が
如
実
だ
。

　
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
筆
者
世
代
、
す
な
わ

ち
バ
ブ
ル
期
世
代
だ
。
定
年
退
職
が
始

ま
り
、
退
職
金
を
手
に
し
始
め
た
。
若

き
こ
ろ
訪
ね
た
ロ
ン
・
パ
リ
・
ロ
ー
マ

な
ど
遠
方
の
地
へ
、
再
び
訪
ね
た
い
と

計
画
を
立
て
始
め
て
い
る
。
１
都
市
滞

在
型
で
の
旅
や
、
客
船
ク
ル
ー
ズ
が
今

年
は
好
調
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

年
は
、
か
ね
て
よ
り
台
湾
有
事
の

可
能
性
が
示
唆
さ
れ
て
き
た
「
Ｘ
」
の

年
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
「
知
る
人
ぞ

知
る
」
だ
っ
た
が
、
首
相
の
発
言
で
白

日
の
も
と
に
さ
ら
さ
れ
た
。
観
光
は
平

和
産
業
で
あ
り
、
日
本
の
基
幹
産
業
で

あ
る
。
産
業
界
の
叫
び
を
世
界
に
届
け

る
こ
と
も
重
要
だ
。

　
私
的
に
は
、
有
限
会
社
千
葉
千
枝
子

事
務
所
設
立

周
年
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
交

流
・
暮
ら
し
ネ
ッ
ト
設
立

周
年
、
大

学
教
授
就
任

周
年
の
節
目
の
年
。
さ

ら
な
る
飛
躍
を
誓
い
た
い
。

　
（
淑
徳
大
学
経
営
学
部
観
光
経
営
学

科
学
部
長
・
教
授
　
千
葉
千
枝
子
）

＝
隔
週
掲
載
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（
左
か
ら
）
広
島
観
光
親
善

大
使
の
内
藤
さ
ん
、
宮
島
観

光
親
善
大
使
の
宮
郷
さ
ん
、

ミ
ス
岩
国
の
岩
本
さ
ん

　
広
島
県
の
広
島
市
、
廿
日

市
市
（
宮
島
）
、
呉
市
、
山

口
県
の
岩
国
市
の
観
光
宣
伝

隊
が

月

日
、
東
京
の
観

光
経
済
新
聞
社
を
訪
問
し
、

こ
の
冬
の
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ

め
と
し
た
各
地
の
最
新
情
報

を
提
供
し
た
。

　
広
島
観
光
親
善
大
使
の
内

藤
陽
ま
り
さ
ん
は
、
１
月
３

日
ま
で
広
島
市
内
中
心
で
開

催
中
の
光
の
イ
ベ
ン
ト
「
ひ

ろ
し
ま
ド
リ
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

２
０
２
５
」
を
ア
ピ
ー
ル
。

「
お
と
ぎ
の
国
」
を
テ
ー
マ

に
、
「
黄
金
色
の
シ
ャ
イ
ニ

ン
グ
キ
ャ
ッ
ス
ル
」
や
広
島

カ
ー
プ
、
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ

広
島
の
オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
、
幻

想
的
な
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
夜
の
街
を
彩
る
。

　
宮
島
は
世
界
文
化
遺
産
登

録
か
ら

周
年
を
迎
え
る
２

０
２
６
年
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
を
用
意
し
て
い
る
。

宮
島
観
光
親
善
大
使
の
宮
郷

結
愛
さ
ん
は
、
春
の
桜
、
夏

の
「
管か

ん

絃げ
ん

祭さ
い

」（
厳
島
神
社

最
大
の
神
事
）
な
ど
、
四
季

を
通
し
て
楽
し
め
る
同
地
の

魅
力
を
紹
介
し
た
。

　
ミ
ス
岩
国
の
岩
本
音
葉
さ

ん
は
、
世
界
遺
産
登
録
を
目

指
す
錦
帯
橋
や
、
同
市
出
身

の
小
説
家
、
宇
野
千
代
氏
を

モ
デ
ル
に
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
の

テ
レ
ビ
小
説「
ブ
ラ
ッ
サ
ム
」

が

年
秋
か
ら
放
送
さ
れ
る

な
ど
市
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
紹

介
。
各
地
に
点
在
す
る
ゆ
か

り
の
地
を
訪
れ
て
ほ
し
い
と

呼
び
掛
け
た
。

　
３
人
は
地
元
の
食
も
ア
ピ

ー
ル
。
「
お
好
み
焼
き
だ
け

で
な
く
、
汁
な
し
タ
ン
タ
ン

メ
ン
も
お
す
す
め
。
辛
さ
や

ト
ッ
ピ
ン
グ
を
選
べ
ま
す
」

（
内
藤
さ
ん
）
。
「
種
類
豊

富
な
も
み
じ
ま
ん
じ
ゅ
う
や

カ
キ
料
理
、
あ
な
ご
め
し
な

ど
、
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
」

（
宮
郷
さ
ん
）
。
「
岩
国
ず

し
が
有
名
で
す
が
、
も
う
一

つ
好
き
な
の
が
大お

お

平ひ
ら

。
汁
の

多
い
筑
前
煮
の
よ
う
な
も
の

で
、
祖
母
か
ら
学
ん
で
私
も

よ
く
作
っ
て
い
ま
す
」（
岩

本
さ
ん
）
。

　
呉
市
で
は
、
現
在
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
工
事
中
の
大
和
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
が

年
４
月
に
オ

ー
プ
ン
予
定
。
戦
艦
大
和
の

実
物
資
料
な
ど
、
展
示
が
拡

充
さ
れ
る
。

　
九
州
観
光
機
構
（
唐
池
恒

二
会
長
）
は

月

日
、
Ｊ

Ｒ
九
州
ホ
ー
ル
（
福
岡
市
博

多
区
）
で
「
学
生
対
抗
九
州

観
光
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン

テ
ス
ト
２
０
２
５
」
の
本
選

を
開
催
し
た
。
九
州
へ
の
リ

ピ
ー
タ
ー
増
加
を
目
指
す
ビ

ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
テ
ー
マ

に
、
学
生
た
ち
が
斬
新
な
発

想
と
綿
密
な
計
画
性
を
競
い

合
っ
た
。
最
優
秀
賞
は
福
岡

大
学
の
チ
ー
ム
が
受
賞
し

た
。

　
４
回
目
と
な
る
今
回
の
コ

ン
テ
ス
ト
に
は
、
最
終
的
に


校

チ
ー
ム
か
ら
プ
ラ
ン

が
提
出
さ
れ
、
前
年
を
上
回

る
活
況
を
呈
し
た
。

　
特
に
九
州
外
か
ら
の
参
加

チ
ー
ム
は
、
前
年
の

チ
ー

ム
か
ら

チ
ー
ム
と
大
き
く

増
加
し
て
お
り
、
全
国
的
な

注
目
度
の
高
ま
り
を
裏
付
け

て
い
る
。
厳
正
な
審
査
を
経

て
選
出
さ
れ
た

チ
ー
ム
が

本
選
に
臨
ん
だ
。

　
審
査
委
員
長
を
務
め
た
唐

池
会
長
は
あ
い
さ
つ
で
、

「
観
光
に
お
い
て
最
も
重
視

す
べ
き
は
リ
ピ
ー
ト
率
で
あ

る
。
今
回
は
ま
さ
に
リ
ピ
ー

タ
ー
を
増
や
す
た
め
の
プ
ラ

ン
を
提
出
い
た
だ
い
た
こ
と

に
大
き
な
期
待
を
寄
せ
て
い

る
」
と
述
べ
、
テ
ー
マ
の
重

要
性
を
強
調
し
た
。

　
ま
た
、
前
年
の
最
優
秀
賞

受
賞
プ
ラ
ン
で
あ
る
中
村
学

園
大
学
の
「
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
が
、
九
州
観
光

機
構
に
よ
っ
て
実
際
に
事
業

化
（
旅
行
商
品
化
）
さ
れ
た

こ
と
に
触
れ
、
同
コ
ン
テ
ス

ト
が
単
な
る
学
生
イ
ベ
ン
ト

に
と
ど
ま
ら
な
い
、
九
州
観

光
の
新
た
な
事
業
発
掘
の
場

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し

た
。

　
本
選
に
出
場
し
た

チ
ー

ム
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
い
ず
れ
も
高
い
完
成
度

を
誇
っ
て
い
た
。
持
ち
時
間


分
の
中
で
、
テ
ー
マ
、
現

状
の
課
題
分
析
、
目
的
、
具

体
的
な
事
業
内
容
、
販
売
計

画
、
収
支
計
画
ま
で
が
網
羅

さ
れ
、
学
生
ら
し
い
独
創
性

と
、
現
実
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
へ

の
落
と
し
込
み
が
両
立
さ
れ

て
い
た
。

　
九
州
外
か
ら
は
、
広
島
大

学
、
同
志
社
大
学
、
近
畿
大

学
の
３
校
が
選
出
さ
れ
て
お

り
、
九
州
を
「
外
の
目
」
で

捉
え
る
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
も

目
立
っ
た
。

　
審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞

に
輝
い
た
の
は
福
岡
大
学

「
よ
か
た
い
」
チ
ー
ム
に
よ

る
「
九
州
ま
る
ご
と
！
Ｃ
ａ

ｍ
ｐ
ｕ
ｓ
　
Ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ

！
」
―
食
べ
る
・
舞
う
・
繋

が
る
―
。

　
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
毎
年
２

万
人
を
集
客
す
る
大
学
の
学

園
祭
を
、
地
域
外
の
食
や
芸

能
と
連
携
さ
せ
る
こ
と
で
、

「
地
域
を
つ
な
ぐ
観
光
イ
ベ

ン
ト
」
へ
と
進
化
さ
せ
る
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
提
案
し
た

も
の
。

　
学
園
祭
を
起
点
と
し
た
新

た
な
地
域
と
観
光
振
興
の
モ

デ
ル
を
構
築
す
る
こ
と
で
、

学
生
と
い
う
若
い
力
を
地
域

に
呼
び
込
み
、
地
方
活
性
化

に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
試

み
。

　
提
案
の
核
心
と
し
て
、

「
地
方
に
若
い
力
が
欲
し
い

な
ら
ば
、
『
若
者
に
来
て
も

ら
お
う
！
』
と
い
う
受
け
身

は
や
め
て
、
『
若
者
の
と
こ

ろ
へ
突
っ
込
め
！
』
と
い
う

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
べ
き

だ
」
と
い
う
、
主
体
的
な
姿

勢
を
打
ち
出
し
た
点
が
特
に

高
く
評
価
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
優
秀
賞
に
は
同
志

社
大
学
「
や
き
に
く
カ
ル
テ

ッ
ト
」
チ
ー
ム
の
「
ひ
な
た

あ
つ
め
―
ア
ル
バ
ム
に
思
い

出
を
集
め
る
『
ペ
ー
ジ
ラ
リ

ー
』の
旅
―
」が
選
ば
れ
た
。

か
つ
て
「
新
婚
旅
行
の
メ
ッ

カ
」だ
っ
た
宮
崎
を
舞
台
に
、

「
思
い
出
の
継
承
」
を
軸
と

し
、
３
世
代
で
の
旅
行
を
提

案
す
る
と
い
う
、
情
感
に
訴

え
か
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ー

ム
が
審
査
員
の
注
目
を
集
め

た
。

　
審
査
員
を
代
表
し
、
清
水

信
彦
氏
（
西
日
本
鉄
道
専
務

執
行
役
員
）
が
総
評
を
述
べ

た
。
清
水
氏
は
「
九
州
外
か

ら
の
参
加
校
が
昨
年
よ
り
倍

増
し
、
外
か
ら
の
目
で
九
州

を
見
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
は

非
常
に
興
味
深
か
っ
た
」と
、

参
加
層
の
広
が
り
を
歓
迎
し

た
。

　
さ
ら
に
、
「
参
加
者
の
ほ

と
ん
ど
が
女
性
だ
っ
た
の
が

特
徴
的
で
あ
り
、
女
性
の
活

躍
が
目
覚
ま
し
い
と
感
じ

た
」
と
指
摘
。
そ
し
て
、
総

じ
て
地
域
課
題
を
深
く
掘
り

下
げ
、
解
決
を
目
指
す
問
題

解
決
型
の
プ
ラ
ン
が
多
か
っ

た
点
を
高
く
評
価
し
、
若
い

参
加
者
た
ち
の
熱
意
と
質
の

高
さ
を
称
賛
し
た
。

最
優
秀
賞
は
福
岡
大
に


